
令和5年

参加費：一般 3000円、セミナー会員 1000円、 賛助会員 無料

下記サイトから事前登録をお願いします。
登録された方には後日ZoomのURLをお知らせします。
https://iiae.or.jp/seminarlist/special_seminar/
問合せ：IIAE大気環境総合センター 事務局
TEL 03-6801-6082 Mail: info@iiae.or.jp

主催：一般財団法人大気環境総合センター
協賛：一般社団法人室内環境学会
場所：IIAEセミナールーム/ZOOMハイブリッド開催

IIAE大気環境総合センター特別セミナー
室内環境学会連携企画

暮らしに潜む大気環境問題
全3回シリーズ

第1回 2023年11月17日（金）13：30～15：30
『室内環境における健康影響問題の経緯と近年の動向』

東 賢一（関西福祉科学大学）
日本では1990年代に入り、いわゆるシックハウス症候群と呼ばれる公衆衛生上の問題が大きく取り上

げられるようになり、その主な原因として、室内空気中の化学物質汚染が指摘されてきた。そのため厚
生労働省は、2002年にかけて13の化学物質に対して室内濃度指針値を策定し、それに基づいて建築基準
法、学校保健安全法、建築材料等の日本工業規格や日本農林規格の改正等が行われてきた。しかしなが
ら、室内空気中の化学物質汚染に関しては、国内外の研究で新たな課題が指摘され、さらに継続した取
り組みが必要とされている。また、室内環境における健康影響の問題は、室内空気中の化学物質だけで
なく、湿気やカビ、室内の暑さや寒さ、交通騒音、住居内の人の過密性、窓の柵の欠如などによる住居
内負傷などが高い健康リスク要因であることが報告されており、世界保健機関（WHO）は2018年に
「住宅と健康のガイドライン」を公表した。
そこで本講演では、室内空気中の化学物質汚染の特徴とこれまでの国内外での取り組みと今後の課題、
また、室内環境における他の健康リスク要因に対する取り組みなどについて概説したい。ただし本講演
の内容は、演者の私見であり、演者が所属する組織や委員会等の公式見解ではないことにご留意いただ
きたい。

第2回 2023年12月13日（水）13：30～15：30
『化学物質と健康：皮膚ガスの視点から』

関根 嘉香（東海大学）
第3回 2024年1月23日（火）13：30～15：30
『事故・災害時における化学物質環境調査 －その現状と将来展望－』

中島 大介（国立環境研究所）
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